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（１）鉄軌道駅、富山地域

設置 事業費

年度 （千円）

駅南第１駐車場（改修前） 　Ｈ．元 358,252 880 　940．0　　 （974．0） 市有地 ○ ○

駅南第１駐車場（Ｈ28～） Ｈ27改 117,635 629 　955.84　　 （955.84） 市有地 ○ ○

2 富山駅 駅南第２駐車場 H28.10.7 54,324 360 　420.0　 　（461.85） JR（無償借上）（減免） ○ ○

3 富山駅 駅北駐車場 　Ｈ．８ 65,000 470 　780．0　 　（826．3） 市有地 ○ ○

4 富山駅東暫定駐車場 H24.10.29 130 344 市有地 ― ○

5 東富山駅 第１駐車場 200 アスファルト敷(298．0) 日本通運 ― ○

6 東富山駅 第２駐車場 322 アスファルト敷(406．0） ＊903，000円 ― ○

あいの風 ―

＊308，800円 ―

　Ｓ．53 6,970 141

水橋駅 　Ｓ．60 15,450 48 　316．3　   （842．3） 市有地

　Ｓ．61 22,702 144

　Ｈ．12 48,305 245 　255．7　 　（477．2） 市有地 ○

～Ｈ．14 (200) アスファルト敷 あいの風（設置） ―

　Ｈ．15 2,447 80  　32．2　　　（145．6） 市有地 ○ ○

　Ｈ．19 84 　216．8 　　（216．8） ＪＲ（無償借上） ○ ○

6 11 ライトレール岩瀬浜駅 　Ｈ．18 2,884 24  　32．0　　　（ 32．0） 市有地 ○ ○

7 12 ライトレール競輪場前駅 　Ｈ．18 3,348 24  　42．0　　　（141．0） 市有地 ○ ○

8 13 ライトレール東岩瀬駅 　Ｈ．18 7,569 24 　 47．0　　　（ 47．0） 市有地 ○ ○

9 14 ライトレール大広田駅 　Ｈ．18 3,129 24  　21．3　　　（ 21．3） ＊ライトレール ○ ○

15 ライトレール蓮町駅前 　Ｈ．18 9,666 66 　128．0　 　（128．0） ＊ライトレール ○ ○

16 蓮町（馬場公園北側） 　Ｓ．54 4,920 70 　 74．7　 　 （ 74．7） 国有地 ○ ○

11 17 ライトレール犬島新町駅 　Ｈ．18 4,927 32  　55．0　  　（241．0） 市有地 ○ ○

5,321  　61．7　　  （180．5） ＊ライトレール

8,141  　64．0　　  （180．5） 市有地

13 19 ライトレール越中中島駅 　Ｈ．18 5,861 36 　 59．6　　　（ 59．6） ＊ライトレール ○ ○

14 20 ライトレール粟島駅 　Ｈ．18 3,423 24  　35．7　　　（ 35．7） ＊ライトレール ○ ○

15 21 ライトレール下奥井駅 　Ｓ．60 5,650 24  　17．8　　　（ 26．0） ＊ライトレール ○ ○

16 22 ライトレール奥田中学校前駅 　Ｈ．18 4,672 24  　28．9　　　（ 28．9） 市有地 ○ ○

17 23 地鉄稲荷町駅 　Ｓ．55 4,960 92  　91．5　　　（ 91．5） 地鉄 ○ ○

18 24 地鉄東新庄駅 　Ｓ．54 4,300 154   117．7　　 （192．8） 地鉄 ○ ○

19 25 地鉄越中荏原駅 　Ｓ．57 4,820 138 　110．2　　 （213．2） 地鉄 ○ ○

　Ｓ．50 4,600 60  　66．0　　　（ 67．0）

　Ｓ．58 2,060 20 　 22．3　　　（ 24．2）

21 27 地鉄不二越駅 S.57 46 　 51．7　　  （ 51．7） 地鉄 ○ ○

22 28 地鉄大泉駅 　Ｓ．58 4,920 100  　71．2　　　（ 98．1） 広田用水 ○ ○

23 29 地鉄上堀駅 　Ｓ．58 3,360 50  　37．2　　　（ 91．5） 地鉄 ○ ○

20 26 地鉄越中三郷駅 地鉄 ○ ○

○ ○

10

12 18 ライトレール城川原駅 　Ｈ．18 108

4 9 呉羽駅 ○

5 10 JR西富山駅

120 アスファルト敷（217．8） ○

3 8 ○ ○

1

1

2

7 東富山駅 第３駐車場 　Ｈ．15

自転車駐車場の設置状況

駅
数

ヵ
所
数

設置場所
収容台
数（台）

設置面積（㎡） 底地 上屋 照明



設置 事業費

年度 （千円）

24 30 地鉄開発駅 　Ｓ．53 4,010 84  　71．2　　　（163．0） 地鉄 ○ ○

25 31 地鉄月岡駅 　Ｓ．55 2,250 51  　46．6　　　（ 46．8） 地鉄 ○ ○

26 32 地鉄小杉駅（小杉第3公園内） 　Ｈ．14 1,659 25  　25．8　　　（ 25．8） 市有地 ○ ○

33 五福公園 　Ｈ．19 3,255 36 　 36．8　　　（ 36．8） 県有地 ○ ○

34 五福第一 　Ｈ．21 5,723 48 　 39．84　（212．87 ） 市有地 ○ ○

4,357
(4,557) ※地鉄・広田用水所有の底地は無償借上

（１）鉄軌道駅、富山地域外

設置 事業費

年度
（千円）

28 35 ＪＲ笹津駅 H17 120 　103．0　 　（103．0） 市有地 ○ ○

36 地鉄上滝駅北（駅舎東西） 不明 33 　　35．0　   （ 35．0） 地鉄 ○ ○

地鉄上滝駅南東（踏切そば） 不明 15 　　13．23　 （ 13．23） 市有地 ○ ○

地鉄上滝駅南西（ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞそば） 不明 25 　　20．4　   （ 120．0） 地鉄 ○ ○

30 38 地鉄大庄駅前 不明 108 　　95．3　   （ 95．3） 地鉄 ○ ○

31 39 地鉄有峰口駅前 不明 20 　　18．0　   （ 18．0） 地鉄 ○ ○

40 ＪＲ越中八尾駅前（西） 　Ｈ．21 19,215 98 　143．0　   （143．0） 市有地 ○ ○

41 ＪＲ越中八尾駅裏（東） 　Ｈ．21 2,415 18 　　30．0　   （ 30．0） 市有地 ○ ―

33 42 ＪＲ東八尾駅 　Ｓ．52 25 　　85．0　   （ 85．0） 市有地 ○ ○

34 43 ＪＲ速星駅前 　Ｈ．6 370 　562．0　 　（902．9） 市有地 ○ ○

　Ｈ．8 4,710 98 　102．0　   （102．0） ＪＲ（無償借上） ○ ○

　Ｈ．20 7,110 84 　　66．0　   （340．0） 市有地 ○ ○

　Ｈ．20 1,473 35 　    29.0　　　（29．0） 市有地 ○ ◇

872 　  30.51　　（120．0）　 市有地

598 　  17.81　  　（42．0）　 市有地

37 46 ＪＲ楡原駅 　Ｈ．5 48 　　40．3　   （ 40．3） ＪＲ（26,000円） ○ ○

1,217

5,574
(5,774)

（２）西町・総曲輪地区

設置 事業費

年度
（千円）

1 47 総曲輪西自転車駐車場 Ｈ．28 73,016 196 318.36（170.16） 市有地 ○ ○

2 48 西町・総曲輪ＣＵＢＹ H．17 34,459 30 120.51（43.51） 市有地 ○ ○

3 49 西町自転車等駐車スペース Ｈ．21 12,600 150 124.72（970.16） 個人より借上 ○ ○

376

5,950
（6,150）

富山地域外小計

○

設置面積（㎡） 照明

29
37

32

36 45 ＪＲ婦中鵜坂駅　 　Ｈ．20 120

27

駅
数

ヵ
所
数

設置場所
収容台
数（台）

35 44 ＪＲ千里駅

富山地域小計

駅
数

ヵ
所
数

設置場所
収容台
数（台）

設置面積（㎡） 底地 上屋 照明

鉄軌道駅計

西町・総曲輪地区小計 ３カ所

合計 ３７駅・４９カ所

駅
数

ヵ
所
数

設置場所

◇は駐輪場全体を照らす照明灯のある所。（　）内は敷地面積。＊敷地借上

収容台
数（台）

設置面積（㎡） 底地 上屋 照明

２７駅　・　３４カ所

１０駅　・　１２カ所

３７駅　・　４６カ所

底地 上屋

◇



【お問合わせ先】富山市・交通政策課　TEL(076)－443－2195
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福岡県北九州市 
神奈川県横浜市 

北海道下川町 

北海道ニセコ町 

岡山県真庭市 

長崎県壱岐市 

熊本県小国町 

富山県富山市 

神奈川県 

神奈川県鎌倉市 

静岡県静岡市 

茨城県つくば市 
岡山県岡山市 

三重県志摩市 

山形県飯豊町 

山口県宇部市 

石川県珠洲市 

長野県 

広島県 

石川県白山市 宮城県東松島市 

静岡県浜松市 

愛知県豊田市 

北海道札幌市 

奈良県十津川村 

秋田県仙北市 

北海道 

徳島県上勝町 

大阪府堺市 

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/）の白地図をもとに作成 

緑字：SDGs未来都市（自治体SDGsモデル事業含む） 
青字：SDGs未来都市 
!道県が選定されている場合は道県全域を着色。 
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都市名 提案タイトル 
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北海道ニセコ町 環境を生かし、資源、経済が循環する自治のまち 
「サスティナブルタウンニセコ」の構築 

北海道下川町 未来の人と自然へ繋ぐしもかわチャレンジ2030 

神奈川県 いのち輝く神奈川　持続可能な「スマイル100歳社会」の実現 

神奈川県横浜市 SDGs未来都市・横浜　～”連携”による「大都市モデル」創出～ 

神奈川県鎌倉市 持続可能な都市経営「SDGs未来都市かまくら」の創造 

富山県富山市 コンパクトシティ戦略による持続可能な付加価値創造都市の実現 

岡山県真庭市 
地域エネルギー自給率100%　2030”SDGs”未来杜市真庭の実現 
～永続的に発展する農山村のモデルを目指して（私がわたしらしく生き
るまち）～ 

福岡県北九州市 北九州市SDGs未来都市 

長崎県壱岐市 壱岐活き対話型社会「壱岐（粋）なSociety5.0」 

熊本県小国町 地熱と森林の恵み、人とのつながりがもたらす持続可能なまちづくりを
目指して 

S
D

G
s

未
来
都
市 

北海道 北海道価値を活かした広域SDGsモデルの構築 

北海道札幌市 次世代の子どもたちが笑顔で暮らせる持続可能な都市・ 
「環境首都・SAPP!RO」 

宮城県東松島市 全世代グロウアップシティ東松島 

秋田県仙北市 IoT・水素エネルギー利用基盤整備事業 

山形県飯豊町 農村計画研究所の再興 
『2030年も「日本で最も美しい村」であり続けるために』 

茨城県つくば市 つくばSDGs　未来都市先導プロジェクト 

石川県珠洲市 能登の尖端”未来都市”への挑戦 

石川県白山市 白山の恵みを次世代へ贈る「白山SDGs未来都市2030ビジョン」 

長野県 学びと自治の力による「自立・分散型社会の形成」 

静岡県静岡市 「世界に輝く静岡」の実現　静岡市５大構想"SDGs 

静岡県浜松市 浜松が「五十年、八十年先の『世界』を富ます」 

愛知県豊田市 みんながつながる　ミライにつながるスマートシティ 

三重県志摩市 持続可能な御食国の創生 

大阪府堺市 「自由と自治の精神を礎に、誰もが健康で活躍する笑顔あふれるまち」 

奈良県十津川村 持続可能な森林保全及び観光振興による十津川村SDGsモデル構想（仮
称） 

岡山県岡山市 誰もが健康で学び合い、生涯活躍するまちおかやまの推進 

広島県 
SDGsの達成に向けて平和の活動を生み出す国際平和拠点ひろしまの取
組を加速する～マルチステイクホルダー・パートナーシップによる
SDGsの取組の強化～ 

山口県宇部市 「人財が宝」みんなでつくる宇部SDGs推進事業 
～「共存同栄・協同一致」の更なる進化～ 

徳島県上勝町 SDGsでSHLs（Sustainable Happy Lives） 
持続可能な幸福な生活 
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9 

　富山市と富山大学の連携状況 

SDGs推進への課題 

#市内企業 
　 活性化 

#健康・医療 

#低炭素・エネルギー 

環境価値 

経済 
価値 

社会 
価値 目指す 

将来像 

#新技術 
   活用 

#子育て・ 
　 教育環境 
　 の充実 

富山市の目指すSDGs将来像 富山大学の保有する技術 

再生エネルギーの促進 省エネルギーの促進 自然資源の循環 

富山における 
知の拠点として 
富山大学の 
保有する技術 

民間喚起 エネルギーマネジメント 森林海洋資源等の保全 設備リニューアル ESDの取り組み 

環境投資へのシフト 
環境に対する民間の意識向

上 

地域経済の循環 
地域（市内）企業の活性化 

自治体負担の限界 
民間投資の呼び込み 

教育環境の充実 健康・医療 

l! 富山市と富山大学では「エネルギーマネジメント」や「教育分野の充実」を重点課題と
して連携 

l! 特にエネルギー分野に関しては、ESG投資など資金調達面も含めた地域経済循環の仕組みを
検証中 

ＥＳＧ投資の促進 ＥＳＤ 各種連携 
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10 

　具体的推進施策①（エネルギーマネジメント） 

l! 連携では、エネルギー融通技術と発電、蓄電を加えた最適融通の検証と経済性評価を実
施 

l! 次年度以降の公共施設への導入に向けた検証方法とエネルギーシステムの検討を実施 

系統電力 
系統電力 

災害対策プラザ 

太陽光発電（20kＷ） 蓄電池設備（15kＷh） 

EMS 照明 

その他 

空調 

照明 
その他 

空調 EMS 

照明 
その他 

空調 
EMS 

エネルギー 
制御 

再生可能 
エネルギー CO2 

削減 
エネルギー

蓄電池 

EMS 照明 

その他 

空調 

照明 
その他 

空調 EMS 

照明 

その他 

空調 
EMS 

需給管理 
システム 受電点 

受電点 

系統電力

EMS 照明 

その
他 
空調 

照明 
その
他 
空調 EMS 

照明 

その
他 

空調 
EMS 

受電点 

融通棟 
タイプＡ 

EMS 照明 

その他 

空調 
エネルギー 
使用状況 

融通棟 
タイプＣ 

照明 

その他 

空調 
エネルギー 
使用状況 

EMS 

受電点 

自営線網 

使用状況に 
合わせて 
エネルギーを 
最適融通 

融通棟 
タイプB 

照明 
その他 

空調 

エネルギー 
使用状況 

EMS 

委員会での実証 
設備高効率化の導入と 

エネルギー最適バランスの検証 

大学キャンパス内での実証 
エリア内での最適容量試算と 
経済性評価・防災対応 等 

富山市公共施設での実証 
地域分散型エネルギーシステムの構築 

実証棟 ZEB棟 

自営線網 

照明 

空調 

ＥＭＳ 

高効率照明 

高効率空調 
（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型空調） 

ＥＭＳ 

融通 

融通 
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11 

　具体的推進施策②（森林海洋資源等の保全） 

l! 漁業資源・森林資源など市内の豊富な自然資源保全や市内エネルギー循環等を組合わせた地域経
済循環システムの形成を支援するESG投資の枠組みを検討 

EV交通 

EVステーショ
ン 

PV 

蓄電池 コジェ
ネ 

エネルギー 
マネジメント 
センター 

環境 
還元 

環境 
効果 

環境経済の 
循環 

自然資源活用（呉羽丘陵・人材育成） 

エネルギーマネジメント 

自然エネルギーの創出 

地域対策 

ESG投資 

EVバス 

タブレット 

地域活性化 

都市エネルギーマネジメン
ト 

バイオマ
ス 

小水力発電 

PV（太陽光発電） （太陽光発電）

小水力発電
下水熱 

ス

風力発電 
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12 

事業費 
地域内 
循環 

地域内経済循環モデル 

事業支援者の構成により 
施工業者をサポート 富山市 

事業支援者 
（地元企業等で構成） 

施工業者 
（地元企業等で構成） 

金融機関等（地元銀行） 

資金 
調達 

発注 

概算設計 
事業企画 

SPC 
設計 

維持管理 
施工 

共同体 

地元企業 

域外 

従来の事業（民間活用手法等） 

富山市 

設計会社 
（大手コンサル） 

大手施工業者 

金融機関等 
（都市銀行等） 

融資 資金 
調達 

発注 

資金調達面や事業管理の面から 
地元の参画が困難 

域外流出 

資金
調達

（都市銀行等）

融資

　具体的推進施策③（設備リニューアル事業） 

l! PFIなどの民間手法は資金調達面や事業全体管理を担うことから大手企業の参入が多数 
l! SDGsの目標である「社会価値」や「経済価値」、「環境価値」を高めるため、事業負担を増
やさず、 
地元企業の参入しやすさや環境価値を高めるための施策を盛り込んだ民間手法
を提案 

融資 

資金管理　 

プロポーザ
ル 

事業負担を増やさず、地元企業の参入しやす
さ、環境価値を高める施策を盛り込んだ 

プロポーザル方式 
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未来に繋ぐ小学生植樹体験事業 

事業期間：平成２９年度から平成３３年度まで（５年間） 
対 象 者 ：市内の小学生 約４，０００人 

実施方法：宿泊体験施設「こどもの村」の宿泊学習に合わせて実施。 
　　　　　　 苗木１本を４～５人の児童で植樹。（５年間で全小学校が体験） 

植樹本数：約１，０００本（１.０９ｈａ） 

年間約４トンのCO2
を削減 
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平成２９年１０月１１日（水）に第1回の植樹式を開催 
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